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梅
田

宙
さ
ん
（
商
３
）

入
学
後
に
会
計
士
講
座
の

存
在
を
知
り
、
公
認
会
計
士

を
目
指
し
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
１
年
次
か
ら
「
計

修
会
」
に
所
属
。
同
じ
目
標

を
持
っ
た
仲
間
と
情
報
交
換

す
る
こ
と
が
良
い
刺
激
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
日
ど
の
科
目
を
何
時
間
勉

強
し
た
か
記
録
し
て
、
勉
強

量
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
た
。

悩
み
や
疑
問
は
一
人
で
考

え
ず
、
す
ぐ
に
先
生
や
友
人

に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
。

集
中
し
て
努
力
し
続
け
れ
ば

必
ず
受
か
り
ま
す
。

司
法
試
験
、
公
認
会
計
士
試
験
、
国
家
公

務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験
の
「
２
０
１
０
年
度
合

格
祝
賀
会
」
が
１２
月
１３
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た
。
日
髙
義
博
理
事
長
・
学

長
、
ゼ
ミ
の
指
導
教
員
ら
約
７０
人
が
出
席
し

た
。
難
関
を
突
破
し
た
合
格
者
た
ち
に
専
修

大
学
と
法
曹
会
、
会
計
人
会
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
∥
写
真
。

今
年
度
は
旧
司
法
試
験
に
１
人
、
新
司
法

試
験
に
１９
人
、
公
認
会
計
士
試
験
に
在
学
生

７
人
を
含
む
１８
人
が
合
格
し
た
ほ
か
、
国
家

公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験
に
大
学
院
生
１
人
が

合
格
し
た
。

◆
公
認
会
計
士
試
験

梅
田
宙
さ
ん
（
商
３
、
伊
藤
和

憲
ゼ
ミ
、
神
奈
川
県
百
合
丘

高
）

金
子
和
弘
さ
ん
（
商
３
、
千
葉

県
千
葉
商
高
）

橋
本
浩
樹
さ
ん
（
商
３
、
群
馬

県
館
林
商
工
高
）

渡
邊
昌
博
さ
ん
（
経
済
４
、
東

京
都
府
中
東
高
）

徳
永
祥
吾
さ
ん
（
経
営
４
、
神

奈
川
県
金
沢
総
合
高
）

池
津
史
貴
さ
ん
（
商
４
、
茨
城

県
藤
代
高
）

小
坂
明
裕
さ
ん
（
商
４
、
国
田

清
志
ゼ
ミ
、
北
海
道
帯
広
緑
陽

高
）

下
向
達
朗
さ
ん
（
平
２２
経
済
、

山
中
尚
ゼ
ミ
、
和
歌
山
県
新
宮

高
）

本
田
翔
さ
ん
（
平
２２
商
、
東
京

都
江
東
商
高
）

中
村
哲
也
さ
ん
（
平
２２
商
、
清

水
順
子
ゼ
ミ
、
静
岡
県
御
殿
場

高
）

布
施
俊
平
さ
ん
（
平
２２
商
、
秋

田
県
秋
田
南
高
）

佐
瀬
裕
喜
さ
ん
（
平
２１
経
営
、

宮
城
県
古
川
高
）

伊
東
ま
り
か
さ
ん
（
平
２１
商
、

奥
村
輝
夫
ゼ
ミ
、
東
京
都
狛
江

高
）

中
尾
有
沙
さ
ん
（
平
２０
商
、
夷

谷
廣
政
ゼ
ミ
、
大
分
県
中
津
北

高
）

桝
田
雄
介
さ
ん
（
平
１９
経
営
、

熊
本
県
九
州
学
院
高
）

西
脇
敬
久
さ
ん
（
平
２１
院
修
経

営
、
北
海
道
網
走
南
ヶ
丘
高
）

樋
口
善
之
さ
ん
（
平
１８
経
営
、

櫻
井
通
晴
ゼ
ミ
、
神
奈
川
県
横

浜
立
野
高
）

古
川
晋
一
郎
さ
ん
（
平
１６
商
、

群
馬
県
前
橋
商
高
）

＊
新
・
旧
司
法
試
験
合
格
者
の
結
果
は
１０
、
１２
月
号
に
掲
載

（
カ
ッ
コ
内
は
在
学
・
卒
業
年
学
部
、
所
属
ゼ
ミ
、
出
身
高
）

金
子

和
弘
さ
ん
（
商
３
）

高
校
時
代
に
日
商
簿
記
１

級
に
合
格
し
、
当
時
か
ら
公

認
会
計
士
試
験
合
格
を
目
標

に
し
て
い
ま
し
た
。

勉
強
は
主
に
「
計
修
会
」

の
部
屋
で
１
日
４
～
７
時

間
。
量
と
同
時
に
効
率
性
も

重
視
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。

疑
問
点
は
す
ぐ
に
質
問
す
る

の
で
は
な
く
、
自
分
な
り
の

答
え
を
考
え
て
か
ら
質
問
す

る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
、
考
え
方
を
試

さ
れ
る
論
文
式
の
試
験
で
大

い
に
役
立
ち
ま
し
た
。
卒
業

後
は
監
査
法
人
で
活
躍
し
た

い
で
す
。

橋
本

浩
樹
さ
ん
（
商
３
）

高
校
時
代
か
ら
簿
記
や
会

計
学
が
得
意
で
、
公
認
会
計

士
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

「
受
け
る
か
ら
に
は
一
発
で

合
格
」
と
い
う
高
い
目
標
を

定
め
、
集
中
し
て
勉
強
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
問
題
集
で

解
け
な
か
っ
た
と
こ
ろ
や
未

掲
載
情
報
な
ど
を
１
冊
の
テ

キ
ス
ト
に
ま
と
め
る
方
法
が

役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
き
ら
め
ず
に
毎
日
勉
強

を
続
け
る
こ
と
が
一
番
大

事
。
苦
手
分
野
で
も
根
気
強

く
取
り
組
ん
で
い
れ
ば
、
だ

ん
だ
ん
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

渡
邊

昌
博
さ
ん（
経
済
４
）

大
学
入
学
後
、
将
来
の
た

め
に
何
か
手
に
職
を
つ
け
た

い
と
思
い
、
ま
ず
は
簿
記
を

勉
強
し
よ
う
と
会
計
士
講
座

を
受
講
し
ま
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
も
あ
り
勉
強

時
間
が
限
ら
れ
て
い
た
の

で
、
勉
強
方
法
に
は
こ
だ
わ

り
ま
し
た
。目
指
し
た
の
は
、

情
報
を
一
つ
に
ま
と
め
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
試
験

は
勉
強
量
が
膨
大
で
、
問
題

集
も
と
て
も
厚
い
。
そ
こ

で
、
似
た
よ
う
な
問
題
は
削

り
、
２
回
目
以
降
復
習
す
る

問
題
か
ど
う
か
、
思
い
切
っ

た
取
捨
選
択
を
し
ま
し
た
。

徳
永

祥
吾
さ
ん（
経
営
４
）

会
計
士
講
座
の
勉
強
を
始

め
、
自
分
の
力
を
試
し
た
い

と
思
い
、
２
年
次
に
受
験
を

決
意
し
ま
し
た
。
会
計
士
講

座
以
外
に
、
専
門
学
校
に
週

５
日
通
い
、
平
均
６
、
７
時

間
、
追
い
込
み
期
に
は
１５
時

間
は
勉
強
し
ま
し
た
。

合
格
に
導
い
た
の
は
、「
精

神
力
」
「
い
つ
ま
で
に
こ
れ

だ
け
や
る
、
と
い
う
明
確
な

学
習
目
標
」
「
正
し
い
方
向

性
で
勉
強
で
き
た
こ
と
」
の

３
つ
で
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん

に
は
「
や
る
べ
き
こ
と
を
や

れ
ば
受
か
る
よ
！
」
と
言
っ

て
あ
げ
た
い
。

池
津

史
貴
さ
ん
（
商
４
）

会
計
士
講
座
を
受
講
し
、

会
計
監
査
の
仕
事
に
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。

毎
日
す
べ
て
の
教
科
書
を

読
み
、
苦
手
な
科
目
を
つ
く

ら
ず
、
一
度
理
解
し
た
も
の

は
忘
れ
な
い
よ
う
繰
り
返
し

継
続
し
た
こ
と
が
知
識
の
蓄

積
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。
一
生
懸
命
や
っ
て
も
結

果
が
で
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
同
じ
志
を
持

つ
仲
間
に
相
談
で
き
た
の
が

支
え
に
な
り
ま
し
た
。
後
輩

の
皆
さ
ん
も
、
あ
き
ら
め
ず

に
継
続
し
て
当
た
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

小
坂

明
裕
さ
ん
（
商
４
）

公
認
会
計
士
試
験
を
目
指

し
た
き
っ
か
け
は
、
会
計
士

講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
ム
ダ

に
し
た
く
な
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。「
読
ん
で
覚
え
る
」

学
習
法
に
徹
し
、
テ
キ
ス
ト

は
何
度
も
繰
り
返
し
読
み
ま

し
た
。
ポ
イ
ン
ト
を
重
点
的

に
抑
え
、
内
容
が
把
握
で
き

た
ら
、
ひ
た
す
ら
問
題
を
こ

な
す
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
重

視
」
の
学
習
を
心
が
け
ま
し

た
。将

来
は
Ｉ
Ｔ
監
査
も
や
っ

て
み
た
い
し
、
英
語
力
を
磨

い
て
国
際
舞
台
に
も
出
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１２
月
１９
日
、
計
修
会
（
専

修
大
学
公
認
会
計
士
試
験
研

究
室
）
の
公
認
会
計
士
試
験

合
格
祝
賀
会
が
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
近
く
の
会
場
で
開
か

れ
た
∥
写
真
。
本
年
度
、
専

修
大
学
全
体
の
同
試
験
合
格

者
１８
人
の
う
ち
、
計
修
会
に

所
属
し
て
い
た
の
は
７
人

（
う
ち
現
役
室
員
２
人
）
で

あ
っ
た
。

当
日
は
内
野
明
商
学
部

長
、
来
賓
の
先
生
方
、
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
、
さ
ら
に
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
会
計
士
講
座
」
で
ご
指
導

を
い
た
だ
い
て
い
る
平
澤
哲

先
生
も
駆
け
つ
け
て
い
た
だ

い
た
。
計
修
会
の
室
員
は
、

身
近
に
合
格
者
に
接
し
、
有

益
な
助
言
を
得
な
が
ら
、
同

じ
目
標
を
持
つ
仲
間
が
お
互

い
に
競
い
合
い
、
励
ま
し
合

っ
て
夜
遅
く
ま
で
勉
学
に
い

そ
し
ん
で
い
る
。
こ
の
祝
賀

会
で
、
室
員
は
、
来
年
度
の

合
格
は
「
自
分
の
番
」
と
自

ら
の
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

同
じ
目
標
を
持
っ
た
志
の

高
い
多
く
の
新
入
生
が
、
新

学
期
に
計
修
会
に
入
室
し
て

く
れ
る
よ
う
室
員
一
同
期
待

し
て
い
る
。
（
計
修
会
室
長

・
佐
々
木
重
人
）

書
店
や
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
が
軒
を

連
ね
る
靖
国
通
り
。
駿
河
台
下
交
差

点
の
直
近
に
御
菓
子
処
「
さ
ゝ
ま
」

が
あ
る
。
引
き
戸
を
開
け
る
と
、
店

内
の
凛
と
し
た
た
た
ず
ま
い
に
思
わ

ず
背
筋
が
伸
び
る
。

中
央
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
は
、
季

節
を
彩
る
生
菓
子
と
干
菓
子
。
花
び

ら
餅
、
紅
梅
、
若
竹
、
値
引
き
松
、

雪
輪
…
…
訪
問
し
た
１２
月
末
は
、
新

年
を
祝
う
和
菓
子
１３
種
が
並
ん
だ
。

左
横
に
は
、
通
年
も
の
商
品
と
し
て

松
葉
最
中
と
２
種
の
本
煉
羊
羹
。

「
こ
ち
ら
の
松
葉
最
中
が
大
好

き
。
進
物
用
に
加
え
、
我
が
家
用
に

も
」
と
、
大
き
な
包
み
を
抱
え
た
女

性
客
。
福
岡
か
ら
上
京
し
た
と
い

う
。
同
店
は
、
お
茶
席
用
の
菓
子
店

と
し
て
名
高
い
。
文
化
人
に
愛
さ

れ
、
一
般
フ
ァ
ン
も
多
い
。
仏
紙「
ル

モ
ン
ド
」
の
記
者
も
通
い
つ
め
た
。

特
に
、
小
ぶ
り
の
松
葉
最
中
は
人
気

の
逸
品
。
程
よ
い
甘
さ
の
こ
し
あ
ん

が
、
柔
ら
か
め
の
皮
と
口
の
中
で
溶

け
る
。

素
材
は
す
べ
て
自
家
製
。
一
つ
ひ

と
つ
が
熟
練
の
職
人
に
よ
っ
て
丁
寧

に
作
ら
れ
る
。「
生
菓
子
以
外
は
、閉

店
時
間
ま
で
注
文
に
応
じ
ま
す
。『
完

売
御
礼
』
は
お
客
様
に
失
礼
」
と
、

和
服
姿
の
店
主
、
笹
間
芳
彦
さ
ん
。

１
９
２
９
年
、
芳
彦
さ
ん
の
父

親
、
先
代
・
繁
さ
ん
が
神
田
小
川
町

に「
サ
サ
マ
パ
ン
店
」を
開
業
。
普
通

の
パ
ン
に
飽
き
足
ら
ず
、
当
時
は
珍

し
い
カ
レ
ー
パ
ン
や
み
つ
ま
め
パ
ン

を
並
べ
た
。
２
年
後
、
現
在
の
地
に

本
格
的
な
和
菓
子
店
を
開
店
し
た
。

芳
彦
さ
ん
は
、
早
稲
田
大
学
卒
業

後
、
繁
さ
ん
か
ら
店
を
継
い
だ
。
引

き
継
ぎ
は
「
あ
と
は
任
せ
た
ぞ
」
と

い
う
一
言
だ
け
。
学
生
時
代
か
ら
国

内
外
を
旅
し
て
回
り
、
「
心
を
こ
め

て
作
っ
た
も
の
は
、
国
籍
を
問
わ
ず

支
持
さ
れ
る
」
と
実
感
、
「
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
」
を
信
条
に
し
た
。
「
損
得

で
動
く
の
は
つ
ま
ら
な
い
。
そ
れ
よ

り
も
お
客
さ
ま
の
満
足
し
た
笑
顔
」

と
、
製
造
機
械
化
や
百
貨
店
進
出
に

背
を
向
け
て
き
た
。
「
さ
ゝ
ま
」
の

お
菓
子
は
こ
こ
、
駿
河
台
下
で
し
か

手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
学
生
時
代
は
自
己
を
磨
き

高
め
る
貴
重
な
時
期
。
就
職
難

を
嘆
く
前
に
、
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
は
ず
で

す
よ
」。

＊
御
菓
子
処
「
さ
ゝ
ま
」
∥

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

１
丁
目
２３
☎
０３
・
３
２
９
４
・

０
９
７
８

９
時
３０
分
～
１８

時
。
日
曜
・
祭
日
休
み
。

難
関
突
破
の
合
格
者
を
祝
う

��１８

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
重
視
の
学
習

情
報
を
一
つ
に
ま
と
め
る

御菓子処「さゝま」

勉
強
量
の
把
握
を
意
識
し
た

オンリーワン貫く「損得よりお客様の笑顔」

▶

茶
道
に
精
通
す
る
笹
間
芳
彦

さ
ん
と
趣
の
あ
る
店
内

明
確
な
学
習
目
標
を
設
定

計修会から７人

計
修
会
で
の
勉
強
が
結
実

公認会計士試験合格祝賀会開く

仲
間
に
支
え
ら
れ
継
続
学
習

大
切
な
の
は
集
中
と
継
続

▶

竹
林
が
目
印
の
「
さ
ゝ
ま
」
の
店
頭
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